






要約:昨今問題になっている、未熟児などを要因とする微細な脳障害や発達遅滞について、

追視運動の評価を衣装とする判定につき検討を加えた。これらの早期発見・早期治療に必

要な指標追跡装置を人見知りのある時期の乳児に応用できるように工夫した。容易に観察

できる追視運動の発達が乳幼児期の指標として応用されることが期待される。 

また・身体発育.状態の評価機器として、経皮酸素濃度計と皮脂厚計を評価した.得られる

生体情報の多い割に簡便さと侵襲のないことから、従来の健診体制を補う機器として意義

があると思われた。 


